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パ
ー
ル
倶
楽
部
が
十
周
年

総
会
と
児
童
招
き
記
念
事
業

　

津
市
一
身
田
上
津
部
田
の
フ
レ
ン
テ
み
え
で
第
十
回
全
体
総
会
と
十

周
年
記
念
事
業
を
開
き
ま
し
た
。

　

中
川
会
長
は
「
総
会
と
と
も
に
、
創
設
十
周
年
の
節
目
を
記
念
し

て
社
会
貢
献
事
業
を
企
画
・
実
現
が
で
き
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
。

二
十
二
人
が
出
席
し
、
昨
年
度
の
事
業
・
収
支
報
告
と
本
年
度
の
事

業
・
予
算
計
画
の
四
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
、
県
内
八
カ
所
の
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
た
ち
四
十
人
と

職
員
十
六
人
を
招
待
し
て
、
十
周
年
記
念
の
お
楽
し
み
会
を
開
き
ま
し

た
。
伊
勢
市
の
人
形
劇
団
「
ど
む
な
ら
ん
」
の
公
演
を
は
じ
め
、
津
市

の
大
川
幼
稚
園
理
事
長
大
川
吉
崇
さ
ん
の
手
品
、
長
野
県
の
「
花
・
花　

黒
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
の
風
船
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
児
童
ら
は
歓
声
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
６
月
16
日

県民功労章受賞を祝し、小笠原まき子副会長に花束の贈呈 あいさつを述べられる中川会長
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❶　人形劇団「どむならん」の公演、演目「腹話術・おしゃべりかんこちゃん」
❷　同、演目「てんぐ と かっぱ と かみなりどん」
❸❹　手品を披露する大川理事長
❺　「花・花　黒田ファミリー」による風船パフォーマンス　

❶

❸

❺

❷

❹



イベント報告

パール通信　vol.204

伊
勢
河
崎
の
歴
史
に
触
れ
る

秋
季
研
修
ツ
ア
ー

　

伊
勢
市
で
秋
季
研
修
ツ
ア
ー
を
開
き
ま
し
た
。

　

十
八
人
が
参
加
。
「
伊
勢
河
崎
商
人
館
」
の
見
学
と
、
「
ミ
シ
ュ
ラ

ン
ガ
イ
ド
２
０
１
９
」
に
掲
載
さ
れ
た
仏
料
理
店
「
ボ
ン
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ

ン
」
で
の
昼
食
を
楽
し
み
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

「
伊
勢
河
崎
商
人
館
」
は
、
江
戸
時
代
中
期
創
業
の
老
舗
酒
問
屋

「
小
川
酒
店
」
の
蔵
七
棟
と
町
家
二
棟
な
ど
を
伊
勢
市
が
修
復
整
備
し

た
、
河
崎
を
代
表
す
る
商
家
。
平
成
十
三
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
勢
田
川
沿
い
に
並
ぶ
蔵
に
収
蔵
さ
れ
た
日
本
最
古
の

紙
幣
「
山や

ま
だ
は
が
き

田
羽
書
」
や
伊
勢
と
河
崎
の
歴
史
・
文
化
資
料
な
ど
を
、
担

当
者
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
見
て
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
伝
統
工
芸
漆

器
「
伊
勢
春
慶
」
の
制
作
工
程
を
、
塗
師
の
実
演
を
交
え
て
学
び
ま
し

た
。

　

初
参
加
の
四
日
市
市
羽
津
戊
の
寺
村
栄
子
さ
ん
は
「
お
伊
勢
参
り
で

栄
え
た
河
崎
の
歴
史
や
伊
勢
春
慶
は
大
変
興
味
深
く
、
多
彩
な
職
種
の

方
々
と
の
触
れ
合
い
も
楽
し
か
っ
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
10
月
18
日
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　「ボン・ヴィヴァン」で、フレンチの昼食会

　「伊勢河崎商人館」では解説を聞きながら
当時の暮らしを支えた商業の道具や記録を見学

　「伊勢春慶デザイン工房」で漆塗りの実演を見学

山田羽書
山田羽書は日本最古の紙幣で、1610年
頃、神都伊勢山田（現伊勢市）の町衆に
よって生み出され、明治時代まで約250
年間に渡り、神都伊勢周辺で流通した紙
幣です。

伊勢春慶
江戸時代から昭和３０年代頃まで伊勢
で盛んに作られた日常の漆器です。
多くは指物による箱形の木地に弁柄や
柿渋などで下塗りをしたうえ、透明な春
慶漆を施したものをいいます。
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作
家
の
外
城
田
忍
さ
ん
を
招
き
、
忘
年
会

十
周
年
記
念
講
演
会
・
忘
年
会

　

四
日
市
市
安
島
の
割
烹
「
呼
月
」
で
十
周
年
記
念
講
演
会
と
忘
年
会

を
開
き
、
十
九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
度
会
郡
玉
城
町
出
身
の
元
産
経
新
聞
社
記
者
で
作
家

の
外と

き
だ
が
わ
し
の
ぶ

城
田
川
忍
さ
ん
が
、
出
版
作
品
の
紹
介
や
記
者
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
語
り
ま
し
た
。

　

退
職
後
、
外
城
田
川
さ
ん
は
郷
里
に
戻
り
、
町
お
こ
し
と
地
域
へ
の

恩
返
し
を
し
よ
う
と
執
筆
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
伊
勢
神
宮
に
奉
納
す

る
舞
を
テ
ー
マ
に
、
昨
年
出
版
し
た
「
鳥と

な
ご
ま
い

名
子
舞
」
、
遊
郭
の
一
人
息

子
の
数
奇
な
運
命
を
描
い
た
今
年
発
刊
の
「
勝か

っ
た
ま
ち
や
ま
い
ち
ろ
う

田
街
山
壱
楼
」
二
冊
の

歴
史
調
査
や
取
材
時
の
苦
労
話
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
作
品
は
、
ス
ポ
ー
ツ
記
者
時
代
か
ら
親
交
の
あ
る
元
プ
ロ
野
球
選

手
・
監
督
の
王
貞
治
氏
の
絶
賛
を
受
け
た
こ
と
や
、
観
光
客
が
増
え
町

お
こ
し
に
貢
献
し
た
と
し
て
『
み
え
の
文
化
び
と
』
に
登
録
さ
れ
た
こ

と
、
ま
た
、
三
作
目
の
「
大
岡
越
前
守
ビ
ギ
ニ
ン
グ
」
が
集
大
成
と
し

て
来
年
二
月
に
発
刊
予
定
だ
と
話
し
、
「
自
信
作
で
す
。
ぜ
ひ
読
ん
で

い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

中
川
会
長
は
「
皆
さ
ん
の
力
添
え
で
十
周
年
。
新
た
な
一
歩
に
向
け

て
進
ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
12
月
３
日

執筆活動について語る外城田さん
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新
年
を
迎
え
、
鈴
木
知
事
が
講
演

新
春
特
別
例
会

　

鈴
木
英
敬
知
事
は
十
七
日
、
津
市
大
門
の
都
シ
テ
ィ
津
で
開
か
れ
た

伊
勢
新
聞
政
経
懇
話
会
の
新
春
特
別
例
会
で
「
地
方
創
生
を
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
へ
～
『
オ
ー
ル
三
重
』
で
果
敢
に
ト
ラ
イ
～
」
と
題
し
て
講
演

さ
れ
ま
し
た
。
国
際
博
覧
会
（
大
阪
・
関
西
万
博
）
や
県
政
百
五
十
周

年
、
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
な
ど
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
名
古
屋
―

大
阪
間
の
開
業
ま
で
「
県
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
が
続
く
」
と
強
調
。

「
各
界
の
皆
さ
ん
に
力
添
え
い
た
だ
き
、
令
和
二
年
も
オ
ー
ル
三
重
で

素
晴
ら
し
い
年
に
し
た
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
政
経
懇
話
会
に
は
県
内
の
政
財
界
な
ど
か
ら
約
百
五
十
人

が
出
席
し
ま
し
た
。
講
演
の
後
は
賀
詞
交
歓
会
を
開
き
、
伊
勢
新
聞
社

の
小
林
千
三
社
長
や
中
嶋
年
規
県
議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
た

後
、
鈴
木
知
事
、
小
林
社
長
、
中
川
会
長
ら
が
壇
上
で
鏡
開
き
。
前
葉

泰
幸
津
市
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
新
年
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

令
和
２
年
１
月
17
日

前
葉
津
市
長
を
囲
ん
で

講演する鈴木知事



イベント報告

パール通信　vol.208

2020（令和２）年度会費納入のお願い

※入金確認ができていない方には、振込用紙を同封させていただきます。ご確認のうえ、ご入金をお願いいたします。
　なお、納金済みで振込用紙が入っている方は事務局までご一報ください。ご連絡行き違いの際はご容赦ください。

伊勢新聞パール倶楽部事務局
〒514‐0831 三重県津市本町３４番６号
株式会社伊勢新聞社販売部内
TEL：０５９（２２４）４４００　FAX：０５９（２２６）３５５４
HP：http://www.isenp.co.jp/plc/

表紙写真＝伊勢新聞政経懇話会新春特別例会「新年のつどい」にて

2020（令和２）年度年会費（2,000円）が未納の方は、ご入金をお願いいたします。
ご入金は以下のいずれかでお願いいたします。
① 郵便振込または銀行振込（同封の振込用紙※をご利用いただくか、下記までお振込みください。）
② イベント時等に事務局へ直接納付　

【振込先】	 百五銀行本店営業部　普通　１１２５６４８
	 伊勢新聞社パール倶楽部　会長　中川千惠子
	 金額（年会費）　￥２,０００－
	 ※お手数ですが振込手数料は会員様でご負担いただきますようお願い申し上げます。


